
 

富士北麓エコツーリズム推進事業費補助金交付要綱 
 

（通則） 
第１条 富士北麓エコツーリズム推進事業費補助金（以下「補助金」という。）

の交付については、山梨県補助金等交付規則（昭和 38年山梨県規則第 25号。）
の規定によるもののほか、この要綱の定めるところによる。  

 
（目的） 
第２条 この補助金は、富士山・富士五湖観光圏整備推進協議会（以下「協議

会」という。）が実施する富士北麓エコツーリズム推進事業に要する経費に対

し、予算の範囲内で必要な経費の一部を補助することにより、富士北麓駐車

場を拠点とした周遊観光を促進するとともに、環境に配慮した観光スタイル

の定着を図ることを目的とする。 
 
（補助対象事業等）  
第３条 知事は、次の各号に掲げる事業の実施に必要な経費であって、別表に掲

げるもののうち必要と認められるものについて、予算の範囲内において補助金

を交付する。 
（１）パンフレット等作成事業 

（２）モニタツアー実施事業 

（３）イベント開催事業 

（４）広報宣伝事業 

（５）自転車レンタル事業 

 ２ 補助金の額は補助対象経費の額から国庫補助金、事業収入を控除した額の
１／２以内の額とする。 

 

（補助金交付の申請） 
第４条 協議会は、補助金の交付を受けようとするときは、補助金交付申請書（様

式第１号）を、別に定める日までに、知事に提出しなければならない。 
 
（補助金交付の決定） 
第５条 知事は、補助金交付申請書の提出があったときは、これを審査のうえ、

交付の決定を行い、決定の内容を協議会に通知するものとする。 
 

（補助金交付の条件） 
第６条 補助金交付の条件は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 （１）補助事業に要する経費の配分又は補助事業の内容の変更をしようとす

るときは、事業変更承認申請書（様式第２号）を知事に提出し、その承

認を受けること。ただし、補助対象経費の各費目相互間において、いず

れか低い額の２０％以内を増減させる場合、又は、補助事業の目的の達

成に支障をきたさない事業計画の細部の変更であって、交付決定を受け



 

た補助金の額の増額を伴わない場合は、この限りではない。 
 （２）補助事業を中止し、若しくは廃止しようとするときは、事業中止（廃

止）承認申請書（様式第３号）を知事に提出し、その承認を受けること。 
（３）補助事業が予定の期間内に完了する見込みのない場合又は事業の遂行

が困難となった場合は、速やかに知事に報告してその指示を受けること。 
 

（実績報告） 
第７条 協議会は、補助事業が完了した日若しくは廃止の承認を受けた日から起

算して１箇月を経過した日又は交付決定をした年度の翌年度の４月１０日の

いずれか早い期日までに、事業実績報告書（様式第４号）を知事に提出しなけ

ればならない。 
 
（補助金の額の確定） 
第８条 知事は、補助事業の実績報告を受けた場合においては、報告書等の書類

を審査し、また必要に応じて現地調査等を行い、補助金交付の決定の内容及び

これに付した条件に適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、

協議会に通知するものとする。 
 
（補助金の交付方法） 
第９条 補助金は、精算払いとする。ただし、知事が必要と認めるときは、概算

払いにより交付することができるものとする。 

２ 協議会は、前項ただし書の規定により概算払いを受けようとするときは、概

算払請求書（様式第５号）を知事に提出しなければならない。 
 
（書類の保管） 
第１０条 補助事業に係る帳簿及び証拠書類は、当該補助事業終了の年度の翌年

度から起算して５年間、整備保管しておかなければならない。 
 
附 則 

１ この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 
２ この要綱は、平成２６年３月３１日限り、廃止する。ただし、この要綱に

基づき交付された補助金については、この要綱は、この要綱の廃止後も、な

おその効力を有する。 
 
別表 

補助対象経費 
富士北麓エコツーリズム推進事業の実施に必要な賃金、報償費、旅費、需用費

（消耗品費、印刷製本費、食糧費等）、役務費（通信運搬費、保険料等）、委託

料、使用料及び賃借料、その他補助事業実施のために必要な経費 
 



 

様式第１号 
第     号  
年  月  日  

 
山梨県知事       殿 

 
 

所在地           
団体名           
代表者名       印  

 
 

富士北麓エコツーリズム推進事業費補助金交付申請書 
 
 このことについて、別紙計画書のとおり実施したいので、富士北麓エコツーリズム

推進事業費補助金交付要綱第３条の規定により、関係書類を添えて補助金の交付を申

請します。 
 
 
１ 交付申請額           円 
 
２ 添付書類 
（１） 事業計画書 
（２） 収支予算書 
（３） その他必要な書類 

 



 

様式第２号 
第     号  
年  月  日  

 
山梨県知事       殿 

 
 

所在地           
団体名           
代表者名       印  

 
 

富士北麓エコツーリズム推進事業費補助金事業変更承認申請書 
 
 平成  年  月  日付け 第  号で補助金交付決定のあった補助事業につい

て、次のとおり変更したいので、富士北麓エコツーリズム推進事業費補助金交付要綱

第５条の規定により、申請します。 
 
 
１ 変更の理由 
 
 
２ 変更の内容 
 
 
 
 
 
 ※交付申請の添付書類に準じて、変更前と変更しようとする内容を比較記載した書

面を添付すること。



 

様式第３号 
第     号  
年  月  日  

 
山梨県知事       殿 

 
 

所在地           
団体名           
代表者名       印  

 
 

富士北麓エコツーリズム推進事業費補助金事業中止（廃止）承認申請書 
 
 平成  年  月  日付け 第  号で補助金交付決定のあった補助事業につい

て、次のとおり事業を中止（廃止）したいので、富士北麓エコツーリズム推進事業費

補助金交付要綱第５条の規定により、申請します。 
 
 
１ 中止（廃止）の理由 
 
 
 
 
 
 
 
 ※参考となる書類を添付すること。 

 



 

様式第４号 
第     号  
年  月  日  

 
山梨県知事       殿 

 
 

所在地           
団体名           
代表者名       印  

 
 

富士北麓エコツーリズム推進事業費補助金事業実績報告書 
 
 平成  年  月  日付け 第  号で補助金交付決定のあった補助事業につい

て、 富士北麓エコツーリズム推進事業費補助金交付要綱第６条の規定により、次の

とおり報告します。 
 
 
１ 事業報告書 
 
２ 収支決算書 
 
３ その他参考資料 
 
４ 支払いの方法 
 （１）現  金  指定金融機関名               
 （２）口座振替  振替先銀行名          預金種別（当座・普通） 
          口座名            №         



 

様式第５号 
第     号  
年  月  日  

 
山梨県知事       殿 

 
 

所在地           
団体名           
代表者名       印  

 
 

富士北麓エコツーリズム推進事業費補助金概算払請求書 
 
 平成  年  月  日付け 第  号で交付決定のあった富士北麓エコツーリズ

ム推進事業費補助金について、次のとおり概算払いの請求をいたします。 
 
 
１ 概算払請求額  金           円 
 
２ 内訳  

単位：円 
補助金交付決定額 
      ① 

既概算交付額 
     ② 

差 引 額 
①－② ＝ ③ 

今回概算請求額 
   ④ 

備 考 

     

 
３ 概算払い請求の理由 
 
 
４ 支払の方法 
 （１）現  金  指定金融機関名               
 （２）口座振替  振替先銀行名          預金種別（当座・普通） 
          口座名            №         
 
 


